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第１節　地区区分と地区別整備計画

　郡山城跡の国指定史跡を前提として平成 31 （2019） 年に改定された公園基本計画では、史跡
指定地を含む都市計画公園の範囲を３つのゾーンに区分して、整備の方向性が示された（P76 参
照）。この公園基本計画を前提とした整備事業は、まちづくり事業課が主体となって進めており、
県立郡山高等学校城内学舎撤去後の令和３（2021）年に着手し、蓮堀を除く範囲の整備が令和
６年度までに完了した。
　次年度から実施する各種調査や整備は、第３章で整理した現状と課題の解決に向けた内容が中
心となる。そのため、公園基本計画との整合を図りつつ、現況の特性に応じた新たな地区区分を
おこない、整備計画を定めるものとする。
　計画対象範囲の内、史跡指定地は保存と活用を目的とした整備を進めていく『魅力向上エリア』、
都市公園としての整備が完了している『公園エリア』、当面は現状維持を基本していく『保水池
エリア』、車や自転車などが行き交う『市道エリア』の４つに区分する。史跡指定地外は二ノ丸
南端エリアと桜門エリアと呼称する。

第５章　整備基本計画

（１）計画対象範囲の区分と整備計画
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図 5-1　地区区分図
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